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 第２章では，第 1 章で見出したスチレン選択性開始剤を用いてスチレン・エチルマ
レイミドの共重合（100 量体条件）を行い，その配列を MALDI-TOF-MS で解析したと
ころ，重合の進行とともに配列エラーが蓄積し，従来交互共重合すると考えられてき
たスチレン・エチルマレイミドの共重合体は，交互配列の精度が高くないことを見出
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ピルアクリルアミド（PNIPAM）共重合体を精密合成した。PNIPAM が LCST 温度の前
後で凝集構造が変化することを利用することで，温度変化による抗体の吸着・脱着が達
成されると考えた。SPR によって高温（36 ˚C）・低温（20 ˚C）条件における抗体の吸着
挙動を評価した。 
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5. 共通のアルキルマレイミドユニット C を有する２つの交互配列セグメントが繋がっ
た三成分のジブロック共重合体–(AC)n–b–(BC)m–を合成し，その相分離挙動がマレイミ










 なお、本論文は、京都大学学位規定第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、令和３年３月２３日より、当該論文の全文に代えてその内容を要約したもの
を公表することを認める。 
 
